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執筆者紹介
本センター非常勤講師
本学大学院言語文化研究科
言語社会専攻博士後期課程
本センター非常勤講師
長野県短期大学助教
ったものである。鷹書 鷹狩研究の最先端で活躍され
る筆者ならではの報告であって、資料的にも高い価値
を持つと言える。従来本誌にはあまり資料紹介のような
ものは掲載されてこなかったが、特に文献研究の最も
基礎にあるのはまさしく資料そのものであり、もしも未
紹介のものがあれば今後も積極的に掲載していきたい。
『日本語・日本文化』投稿規定
1 資格 :本センターまたは関係機関所属教
員 (非常勤を含む)及び『日本語 。日本
文イ劉 編集委員会において適当と認めら
れた者。
内容 :日本語 。日本文化等に関する未発
表の研究論文・研究ノート・研究報告等。
体裁 :研究論文は4∞字詰原稿用紙50
枚前後 (欧文はA4ダブルスペース30
枚前後)、 研究ノート・研究報告は25枚
前後 (欧文は15枚前後)。
要旨:本文和文の場合、欧文による要旨
(A4ダブルスペース1枚)を、欧文の場
合は、和文による要旨 (8tXl字程度)を
添付。
採否:原稿の採否は『日本語・日本文化』
編集委員会が決定する。
編集委員
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2013年3月29日 発行
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発 行 日本語日本文化教育センター
T562-8558
箕面市粟生間谷東811
電 話 (072)730-5459
FAX(072)730-5074
印 刷 中西印刷株式会社
貫田 優子
ウリガ
山中 延之
二本松泰子
編集後記
本誌は、「投稿規定」にもあるように、「本センター ま
たは関係機関所属教員(非常勤を含0」に対して開か
れ、その投稿を広く受け入れているものであるが、先に
発行した第38号は、奥西峻介教授退職記念号という
こと0本センター 専任教員からの投稿が10本の多数
にのはり、結果的にその外の方 か々らの論考を掲載す
ることができなかった。それは投稿を期していた方 に々
対しても申し訳ないことであり、またそれらを掲載できな
いことは本誌にとつても損失となることであった。そこ
`いささか異例ではあるが、今年原2012年度)に関しては、
年度内に二号を発行し、先年度に掲載できなかった分
の論考をまとめて掲載させていただくことにした。昨年
度末をもって本センター の非常勤職を離れ、長野県の
大学に赴任された、二本松泰子氏の論文が掲載されて
いるのは、以上のような報 によるものである。
さて本号は、貫田優子氏・ウリガ氏による日本語教
育に関する研究論文、山中延之氏による国語学の研
究論文、二本松泰子氏による研究ノー トの三本の論考
からなる。貫田・ウリガ論文は、本センター やあるいは
関西の他大学で学ぶ留学生たちへのアンケートに基づ
き、彼らの学習における問題意識と問題′点とを定量的
にあきら力ヽ こするもの。山中論文は抄物を題材にしてい
るが、従来の抄物研究が主に語学的関心のみ向けら
れる傾向があったのに対し、本稿はそこに記された記
述に基づいて抄者の学問的態度を明らかにしようとす
る。国語学研究ではありながら文化史的な側面を持つ、
意欲的かつ画期的研究と言えるものである。二本松研
究ノー トは、単著「中世鷹書の文化伝承J(三弥井書店、
2011年)もある著者が、韓国国立中央図書館で調査
した朝鮮の鷹書について解題とともに全文の翻刻を行
